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論文題目 天頂全遅延の差分系列を用いた局地的大雨の高精度予測

要旨

全地球衛星航法システム(GNSS)は米国のGPSや日本のみちびき(QZSS)を始めとし測位用の衛星を所
有する国や地域が構築する衛星測位システムの総称である。GNSSを用いた応用技術として、GNSS信
号が対流圏の伝搬中に発生する遅延時間を利用した水蒸気観測がある。近年、この研究分野では天
頂全遅延(ZTD)と呼ばれる対流圏遅延の推定値を利用した降雨予測の研究が行われているが、大気中
の水蒸気が多くても必ずしも降雨にならないため誤警報が多く、これを低減する必要がある。本研究で
は、ZTDを観察するだけでは高精度な降雨予測を行うのは困難であると考え、新たな特徴量としてZTD
の差分系列を導入することで降雨予測の誤警報を低減する手法を提案する。本研究の予測対象となる
局地的大雨は積乱雲によってもたらされることが知られている。雲の高さは10キロメートルを超え、水平
方向の広がりは十数キロメートルとされる。また、一つの積乱雲がもたらす現象は30分～1時間程度で
局地的な範囲に限られる。このような局地的な気象状態を観測するためには、高い時空間分解能のセ
ンサー網が必要になる。本研究では、GNSSアンテナと気象センサを設置し、ピンポイントに気象観測と
測位信号を観測するシステムを構築し、2年間の観測データを用いて提案方式の評価を行った。その結
果、ZTDと差分系列の複合条件によって降水判定の精度が改善したことを確認した。


